
 

 

 

 

４月１５日が本校の創立記念日でしたが、日を改めて本日、新関副市長をはじめ、地域
の方々や歴代の校長先生方を来賓にお迎えし、記念式典を挙行しました。私からは、高擶
地区の方々の思いや校章に込められた願いについて話をしました。その後、創立 150 周
年にあたっての決意「児童の宣言」を発表しましたが、その様子からは、子供たちの「こ
の高擶小学校をさらに誇れる学校にしよう」という熱い思いが感じられました。 

『校長式辞』 
先の見えなかったコロナ禍を乗り越え、猛暑に悩まされた夏も終わり、ようやく秋の深

まりを感じ取れるようになった今日この頃、副市長 新関茂様をはじめ、日頃からお世話
になっている地域の方々、そして、この高擶小学校をその中心となり創り上げてくださっ
た歴代の校長先生方を来賓としてお迎えし、本日の記念式典を盛大に挙行できますこと、
本当にうれしく思います。ただ、インフルエンザが流行し、この式典に３年生が急遽参加
できなくなってしまったことが、非常に残念です。式の様子をタブレットを使って配信し
ていますが、見ることが可能な人は、画面を通してではありますが、ここにいるみんなと
同じ気持ちで、この式に参加してほしいなあと思っています。 
さて、このような記念すべき日に、高擶小学校が創立された１５０年前に思いを馳せな

がら、みなさんと一緒にぜひ考えたいと思ったことを、今日は二つだけお話しします。 
一つ目は、「地域や保護者のみなさんの思い」についてです。高擶小学校ができたのは、

明治６年４月１５日。前の年、日本に学校をつくるきまりができ、願行寺の一角に「第八
番学校」として創設されました。山形県で八番目、天童市では最も早く開校した歴史ある
学校です。国は、明治という新しい時代になって、新しい国づくりのためには、どの子供
たちにもよりよい教育を受けさせなければならないと考えました。それを受けて、当時の
高擶地区の方々は、高擶の子供たちに、どこよりも早く、かつ、最高の教育を受けさせた
い、子供たち一人一人に「生きる力」を身に付けさせたい、という思いから、当時３７名
もの優秀な先生方を県内外から集めてきたのだそうです。子供たちを見守り支える、温か
くも熱い思いを感じずにはいられません。その思いは、１５０年たった今も変わることは
ありません。「自ら学び、ともに伸びる」という学校教育目標のもと、学校と家庭、地域が
一体となり、みんなで学び合い高め合い、今を、そして、未来を幸せに生きていく力を、
一人一人着実に身に付けてまいりましょう。 
二つ目は、「校章に込められた願い」についてです。この新しくなった演台にも、１５０

周年を記念して校章をつけていただきました。知っている人も多いかと思いますが、この
校章には、高擶の地名の由来にもなっている楡（にれ）の木の花びらが組み込まれていま
す。この花びらは四枚ありますが、高擶地区を構成している「高擶」「清池」「長岡」「芳賀」
の四つの地区を表しています。ここ数年、芳賀地区の人口が急激に増えていることに伴っ
て、高擶小学校の児童数も毎年増え続け、天童市で三番目に大きい小学校となりました。
来年度は４２０名、再来年度は４５０名ほどになる予定です。そのような状況の中、改め
てみんなで確認したいことがあります。それは、校章の四つの花びらには、四つの地区が
支え合い、協力し合って、ともに成長していってほしいという願いが込められているとい
うことです。伝統と発展が共存する高擶地区。ぜひ、みなさんには、高擶地区は一つとい
う気持ちをもち、地域を愛し、そして、地域をつくる、地域に貢献する人間に成長してほ
しいと願っています。 
結びになりますが、このような思いや願いが、明治から令和へと時代が移り変わっても、

連綿と受け継がれていることが、高擶地区、高擶小学校の素晴らしさ、誇りであると私は
思います。この後、「児童の宣言」という形で、子供たちの決意を発表いたしますが、創立
１５０周年をよい契機として、ここにいる全員で、地域の方々の思い、校章に込められた
願い等を受け止め、これまでの伝統を受け継ぎながら、新たな伝統をこれからも積み重ね
ていくということを、ここでお約束し、記念すべき日の式辞といたします。 
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今年、高擶小学校は１５０周年を迎えました。 
それは私たちには、たくさんの先輩がいるということです。 
その中には父や母、祖父や祖母、その先の先祖の方々もいると思います。 
その先輩方が伝統や思いを受け継いでこられました。 

日本が今よりも貧しかった時代。 
戦争やつらいことものりこえてきてくれました。 
「これまでの高擶小学校をつくってくれてありがとう」と、改めて伝えたい
です。 
獅子踊り、相撲、ましみずなどこれまでの歴史に、今とのつながりを感じら
れるようになってきました。 
また、先輩方だけでなく、優しい地域の方々に見守られています。 
今日という日を、自分を支えてくれるすべての人に感謝する日にしたいです。 
 
1 年生は生活科で「虫となかよし」のお勉強をしました。 
たくさん虫をつかまえてお世話しました。 

みんな、にこにこ笑顔でお勉強しました。 
これからもみんな仲良く、楽しく元気にがんばりたいです。 
 
２年生では、しっかり聞いて友達にやさしくできる、にこにこ学年をめざし
ていきます。 
そのために、一人一人が自分の考えをもって授業や話し合い活動に取り組ん
でいきます。 
 
３年生は、これまで続いてきた高擶小の良さを大切にしていきたいと思いま
す。 
その一つが、今練習を始めている「高擶子ども獅子踊り」です。 

３年生の力を一つにして一生懸命に練習して、心を込めてましみず学習発表
会で踊りたいです。 
 
４年生では、「笑顔があふれる高擶小学校」にしていきたいです。 
そのために一致団結して、楽しく安心できる学校をつくっていきます。 
地域のみなさんとも、元気なあいさつでつながっていきたいです。 
夢を追いかけ、挑戦していきます。 

 

５年生では、「太陽みたいに明るい高擶小学校」にしていきたいです。 
そのために、「みんなが協力し問題を解決する」「学習や委員会活動に前向き
に取り組む」「あきらめずに最後まで」を大切にします。 
そして、相手の気持ちを考えた言葉を言えるようにして、明るい雰囲気をつ

くっていきたいです。 
 
６年生では、人を大切にし、ねばり強い高擶小学校にしていきたいです。 
そのために、６年生ひとりひとりが「①相手の考えを受け入れること、②自
分の良さを見つけること、③失敗してもどんまい、④少しずつ進む嬉しさ」

を大切にします。 
高擶小学校は、まだまだ続いていきます。 
人の役に立ちたい。 
地域を知りたい。 
高擶を発信したい。 
残りの時間で下級生にたくさんのことを伝えたい。 

高擶をもっと好きになりたい。 
なってほしい。 
まだまだやりたいことがたくさんあります。 
全校で力をあわせて心をあわせて、みんなの思いをかなえていきたいと思い
ます。 
 
地域の方々、保護者の皆様、これからも私たちをあたたかく見守ってくださ
い。 
そして、高擶小のみなさん、「高擶小学校っていい学校だ」ともっと言えるよ
うに、みんなでがんばっていきましょう。 
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